
テルル毒本 No.１０
原発事故後にSPM観測局で測定されたCs-137大気濃度から作成した東日本６都県の放射能核種別汚染
マップ

山田國廣著

福島県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県のSPM観測局において原発事故後に実測され
た１時間単位大気中Cs-137濃度からOrigen２モデルによりプルーム別（P1～ｐ９）の放射性テルル
（Te-139、Te-129m,Te-131m,Te-132）放射性ヨウ素（I-129,I-１３１，I-132,I-133）、放射性セ
シウム（Cs-134,Cs-136）の放射能濃度（Bq/m3）と安定テルル(Te-128,Te-130)の質量濃度
（g/m3)を再現する
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福島原発事故被害放射能毒・化学毒原因裁定を求める会



SPMろ紙捕集に付着した放射性核種分析用データベースへのアクセス方法の手順
手順1：東京都立大学、大浦泰輔ホームページの以下のURLへアクセスする⇒Ctrlキーを押しながら以下のURLをクリックする

https://nuclearcosmochemist.fpark.tmu.ac.jp
手順２：「ガンマ線スペクトル解析と放射化学分析の部屋」の画面がでてくる。
手順３：右画面下部の「SPM捕集用ろ紙に付着した放射性核種分析（平成24年環境省委託事業）」をクリックする
手順４：右画面下部の「浮遊粒子物質測定用テープろ紙の放射性物質による大気中放射性物質濃度把握（平成25年度原子力規制事業に協力）
手順5：右画面下部の「宇宙化学研究室で行った調査結果はこちら」をくりっくすると、次ページの「大気中の放出された放射性核種｝が出て
くる
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東京都立大学のホームページの「大気中の放射能」の以下のURLへアクセスする
https://cosmochem.fpark.tmu.ac.jp/Fukushima/spm.html
以下の画面からも①「平成24年度の環境省委託事業のSPM捕集ろ紙に付着した放射性核種」、」②平成25年度原子力規制庁

委託事業「浮遊粒子物質測定用テープろ紙の分析」などのデータベースへ、「こちら」ヲクリックすればアクセスできる。
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「SPM補修用ろ紙に付着した放射性核種分析」のデータが一括収集・保管され公開されている報告書①，報告書②の
表紙
報告書①：平成２４年度 SPM補修用ろ紙に付着した放射性核種分析報告書（平成25年3月）、首都大学東京：
報告書②：平成２５年度、（放射性物質測定用テープろ紙の放射性物質による大気中放射性物質の把握）事業報告書（平成26年3月）：公益財団
法人日本分析センター
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大浦泰嗣他著「浮遊粒子状物質自動測定機で使用されたテープろ紙を利用する大気中放射性セシウムの定量」、BUNSEKI 
KAGAKU Vol 69,No1.2 ｐpp1-9（2020）の題名と要旨部分のコピー
要旨重要部分抜粋「2011年に発生した福島原発事故で放出された法放射性セシウム（Cs-134,Cs-137）の原発事故当時の
大気濃度の定量を、大気汚染常時監視網として全国に設置されている浮遊粒子物質（SPM）自動測定機で事故当地のテー
プろ紙上に捕集されているSPMを用いて続けている。これより、初めて事故当時の東日本の広範囲における1時間ごとの
大気中のCs-134濃度とCs-137濃度を明らかにした」
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図1：ガラス繊維でつくられたろ紙テープの事例
（a)ろ紙テープの一巻き分 （b)ろ紙テープの1部分 （c)通常ケースのSPMスポットの順番図

図2：ガンマ線分析のためのSPM試料の切断
（SPMスポットを含むろ紙テープの1片は切断後に計量用紙で挟み込まれ、接着シートとともに薄いプラスチックシートに固定される）
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2011年3月12日から23日の間に、大気中の浮遊粒子物質（SPM)捕集用のろ紙に捕集された放射性セシウムをゲルマニウム半導体検出器で測定
されていた。各都県の測定地点A,B,C,D,Eは図1に示されている。
各県別の測定ポイント数は、宮城県が8，山型県が２，福島県が１９，茨城県が９，埼玉県が15,千葉県が21,東京都が7,神奈川県が９，新潟県
が１で、合計91ポイントのCs-134,Cs-137の測定がなされた。
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左図上：埼玉県の測定地点（Ｂ）の1時間ごとのＣｓ－134，Cs-1377濃度変化グラフ
左下：東京都の測定地点（Ｃ）における1時間ごとの大気中のCs-134,Cs-137濃度の変化グラフ
右図上：千葉県の測定地点（D）の1時間ごとのＣｓ－134，Cs-1377濃度変化グラフ
右図下：神奈川県の測定地点（E）における1時間ごとの大気中のCs-134,Cs-137濃度の変化グラフ
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本報告書においては以下に示すSPM観測の原発事故後のプルーム到達時のCs-137実測値をベース値として、ORIGEN2モデルによ
るCs-137比により核種別の大気放射能濃度（Bq/m3）を算定した。
注1：地図上の数値表示はSPMコード番号であり宮城県は04-,福島県は07-,茨城県は08-,埼玉県は11-,千葉県が12-,東京都は13-,神奈川県が14-である。
注2：〇白丸印はCs-134,Cs-137が実測された観測局、赤丸印はCs-134,Cs-137,I-129が実測された観測局
下図の出典：環境研究総合推進費平成29年度終了課題研究成果報告会「課題番号5－1501 原発事故により放出された大気中微粒子等のばく露評
価とリスク評価にための学際的研究」：
文献アクセス方法その１は上記の「 」ない課題番号と題名を検索画面に入力してください。
独立行政法人環境再生機構のポータルサイト：https//www.erca.go.jp>pdf>end_presentation
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福島県のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定テルルの大気濃度の再現算定マップ
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茨城県のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定テルルの
大気濃度の再現算定マップ
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千葉県のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定テルルの大気濃度
の再現算定マップ
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埼玉県のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定
テルルの大気濃度の再現算定マップ
注：原発事故後から和光市の理科学研究所ではGe検出器による大気放射能測定が実施され、事故直後にはTe-129,Te-129m,Te-131m,Te-132,I-131,I=132,I-133,Cs-
134,Cs-136,Cs-137が検出されていた。
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東京都のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定テルルの大気濃度の
再現算定マップ
注：東京都世田谷区深沢の東京都立産業業研究センター（SPMのコード番号13-031）では原発事故後にSPMろ紙による大気中微粒子放射能測定を行い、3月15日10時
のP２プルーム到達時の測定ではTe-129,Te-129m,Te-131m,Te-132,I-131,I-132,I-133,Cs-134,Cs-137を検出していた。
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神奈川県のSPM観測局Cs-137実測値からORIGEN２モデルより算定した放射性テルル、放射性ヨウ素、放射性セシウムと安定テルル
の大気濃度の再現算定マップ
原発事故後から茅ケ崎市の神奈川県衛生研究所ではGe検出器による大気放射能測定が実施され、事故直後には
Te-129,Te-129m, Te-132,I-131,I=132,I-133,Cs-134,Cs-136,Cs-137が検出されていた。
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